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、
本
書
は
、
第
r
M
r

「

死
国
貿
易
お
よ
び
産
業
循S

V
と
.、
：第
一f

篇 
'

「

栗

獅
 

再
坐
産
'お
.よ
.び
週
期
的
恐
慌.

I

と
い
.ぅ一.
一
つ
の
|調
か
：ら
な
っ
て
お
り
、
.各
篇
が 

ほ
ぼ
本
書
の
半
分
ず
つ
を
し
め
て
パ
る。-:
V 

最
初
に
、
各
篇
の
構
成
を
し
め
す
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
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第
二
章V

国
際
分
業
お
よ
び
外
国
貿
易 

第

三

章

国

際

濃

の

法

則
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:
第

四

章
'
.資
本
制
再
生
產
と
外
国
賀
易
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第
五
章
外
国
貿
易
と
産
業
循
環
ん

第
.一
一
篇：

.

.第r

章

：i

制
再
生
産
と
恐
慌.：

,

第

ニ

章
.再
生
産
過
程
に
；ぉ
け
る
貨
齡
流
通
ぉ
ょ
び
実
現
恐
慌
へ 

第

三

章

利

满

率

低

下

の

法

則

と

週

期

的

恐

慌

''

六
六
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九
〇
八)
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'
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本

，書

全

体

を
'つ
，ら

ぬ

い
.て
い
る
著
者
の
問
題
意
識
は
、
資
本
制
再
生
産
の
法 

.則
の
；统

明

を

通

じ
'^
：の
：
恐
慌
論
の
，：展

開

で

あ

る

と

雅

察

さ

■

れ
る
。
事
実
、
第
一 

k

も

：

「

1

段
階
©

1

-.
:
'
*と

く

^

^

義

諸

国

を

含

む

世

界

市

場

に

お

け 

る
恐
慌——

を
研
统
す
る
ば
あ
い
の
出
発
点
に
し.た
い」

(

序
文
三
頁)

.
と

い
.

:

わ
れV

.
い
：：

る
4 

'.¥
か
し
な
が
ら
>
本
書
全
体
の
構
成
が
、：
惑
慌
論
の
体
系
化
. 

世
^E

場
恐
慌
論
の
展
開
ぢ
い
ぅ
篇
別
耩
成
を
と
っ
て
い
^
の

で

ほ

な

い

？

第.

:

1

M
と
第
二
篇
と
は
へ

(

.と
く
に
第
一
；篇
、.へ
第
四
-
.五
：章
と
.第
一1

篇)

、

部
分
的 

.に
は
§

あ
る
分
析
も
み
ら
れ
る
が
、
篇
全
体
と
し
て
の
耩
成
上
の
結
び

つ
き 

■は
，な
い
。
第r

篇

の

主

题

は

、

外

国

貿

易

：の
：必

然

性

と

：、

'国
民
総
生
産
.
総
流 

通

に

龙

け

る

外

国

貿

暴

の

，位

置

づ

け

=
外

国

貿

易

を

ふ

く

む

国

民

的

再

生

産

法 

則
の
：究
明
で
あ
り:"
産

業

循

醫

；
恐
慌
諭
の
展
開
は.
 
一
^
第
二
篇
で
ま
と
め' 

ら
れ
'た
形
に
な
っ
，
て

い

る

。

(

し
た
が
っ
て
、

第
：ー
龠
箄
五#
は
_、
第
.
-一
篇
の 

内
容
を
前
提
1>
:
て
：い
.る
こ
と
に
な
る0) 

：
：

•

本
稿
：で
は
、
紙
数
：の
制
限
も
あ
る
め
で
、
着
の
専
門
的
関
心
が
産
業
循
環 

論

'*
恐
慌
論
に
あ
>
と̂
'.と
か
：ら
、.第
一
ー
篇
に
か
ぎ
ぅ
て
紹
介
，
検

M
す
る
こ
と 

と

し

た

ぃ。

：

'* 

f 

*

:
■
. 

.

.

. 

- 

.

.

.

.

.

. 

. 
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さ
て
、

第
一一

篇

第1

章

「

資
本
制
再
生
産
：と
恐
慌

」

-'
は
、

資
本
制
的
再
生 

産

•

恐
慌
に
か
ん
す
る
建
林
氏©.
構
想
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ 

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ.の

章

は

第

二

篤

.の

中

核

で

あ

る

ば

か

り

で

な

く

本
 

書
全
体
に
と
っ'て
も
重
要
な
位
置
を
し
め
て
ぃ
る
。
''.

は
し
が
身
に
よ
れ
ば
、
第
一
章
は
四
つ
の
論
点
を
も
っ
て
い
る
が
、
ホ

#
の 

展
開
に
そ
く
し
て
順
次
紹
介
し
た.い
0

;

c~
第
一
節
で
、
ま

ず「

円
猾
な
蓄
積
進
行
の
条
件

」

と
し
て
左
の
条
件
式
が 

検
出
さ
れ
る
。
;
,
.
:

co
l
.
=
^
-
t
-
c
2
l
^
l
>
:

OQ
i
=
1
?
l
+:
d
2
+
^
,
'
.
2
;
l
+
^
=
:
:
c
2
.
.
.
p
'
^

)

:

.

S

は
資
本
家
.の
蓄
稹
す
.る

価

値

、
？

々
は
，不

変

資

本

.可
変
資
本
の
'増
分
、 

た
は
剰
余
俩
値
よ
り
の
消
費.の
増
分
、
添
数
は
部
門
を
し
め
す
。
以
下
同
じ
.
0

) 

.と
こ
ろ
で
、
建
林
氏
に
お
い
て
は
、

こ
の
：

「

'い
わ
ゆ
る
拡
大
再
生
産
の
均
衡

条
件」

は

i:
砂

家

_

畫

容

|
;
で

あ
るj 

(
1

〇
：
三
貢
、
，
傍

点

建

林

氏

)

0
な
ぜ
な
らr

年
々
の
純
生
産
物
が
隱
：

一

R

本

と

再

生

産

拡

張

.の

た

め

の

蓄

積

1
R

本
を
力
パー

す
る
こ
と
、
生
産
財
部
門 

と
麗
財
部
門
と
の
間
に.ー
定
の
生
産
物
の
交
換
の
對
等
が
成
立
ず
る
こ
と 

は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会.に
共
通
，な

必

要

条

件

'だ

が

ら

で

あ

る

'-(

一. 二
七
頁)

。
そ 

れ
ゆ
ぇ
、
資
本
制
的
再
生
産
の
法
則
を
洧
の
条
件
式
で
説
明
す
る
こ
と
は
、

「

再 

生
摩
の
■

を

そ

の

も

：
っ
と
.
-
^
^
的

な

形

態

に

お

い

て

説

明

す

'る

こ

と

で 

あ
り
、
.け
っ
し
て
資
本
制
的
な
恐
慌
論
の
拠
.̂
ど
.こ
ろ
と
す
る
こ
と
は
で
き
な 

い
.

」
(

同
頁)

;;
'
と
い
ぅ
こ
ど
に
な
る;0
.
.
,

^

ぞ
と
で
、.

_

制
的
再
生
産
め
法
則
を
考
察
す
る
た
め
に
、

' ®
f

で
、
罾
一 

賴
認
因
が
ど
り
あ
げ
ら
^

る
。

こ.
.の
蓄
積
誘_

は
、
建
林
氏
の
理
論
体
系
で
き

'
 

わ
.め
，
て

重

要

な

：

^

を
し
.
め
て
.
お
り
、

そ
の
体
系
を
特
微
づ
け
る
鍵
で
；あ

'る
0
: 

建
林
氏
は
、--
字
野
弘
葳
氏
が
、
.
蓄

積

に

と;%
な
：い
利
潤
率
が
低
下
し
て
も
、 

利
潤
量
，の
増
大
す
る
か
ぎ
り
蓄
積
が
す
す
み
、
追
加
投
寰
.に
よ
っ
て
か
え
っ
て 

:

-:

書
.
：■■
靜

._

利
潤
量
の
減
少
を
と
も
な
う
段
階
で
資
本
の
絶
対
的
過
剰
が
生
じ
る
と
い
わ
れ 

.

る
の
を
批
判
し
て
、'蓄
積
誘
因
を
、
蓄
積
利
渦
率

(
蓄
積
分
の
利
潤
率)

と
利 

子
率
と
の
関
連
に
よ
つ
て
し
め
さ
れ
る.0

.

.

.

.

.

. 

户.

.

.

.

.

(

C
:
V

n⑴
式

に

が
"な
じ
9 

m
は
蓄
稹
分

.に

.よ
る
剰
余
価
値
の
増
分
、

し 

:

た
が
ス
ズ

-

^
は
蓄
稹
利
潤
率
、
ー

は

利

子

率

、

.'
3

は
平
均
利
潤
率
、
面

数

.

一
記
号
?*

は
貸
付
資
：本
家
と
企
業
資
本
家
と
の
カ
関
係
を
現
ゎ
す
も
：の
。〕

ベ■
:

.

:

:

.

:■
■.
:

'

「

こ
：の
方
程
式.の
左
側
は
、
両
部
門
の
年
'々

の
蓄
積
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た 

.:

ら
さ
れ
る
剰
余
価
値
.の
増
加
量
に̂
例
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
ハ
.あ
る
い
は
蓄 

，
積
に
と
も
な
う
利
溜
率
が
相
等
し
く

.な
る
よ
う
に
、
蓄
積
が
部
門
間
に
^
^
さ 

れ
る
と.い
う
とi

を
示
し
て.い
る」

：

t
l

一
四
頁
：}。
.
ま
た
こ
の
式
は
、

「

蓄
積 

.
が
、
：
あ
る
標
準
的
分
量
の
剰
余
価
値
を
得
る
か
ぎ
り
そ
の
：限
度
ま
で
行
な
わ
れ 

ノ
'.
る
V
J
.と」

. 

<七

六
''
5

)

を
あ
ら
わ
す
が
、
.

こ
こ
：に
，お.け

る「

標
準
的
分
量

」

と 

.は
、
ー：平

均

利

肇

？
::
'
>函
数
関
係
に
あ
る
と
こ
ろ
©
長
期
利
子
率
ゲ
で
あ
る
0 

■ 

U
た
：が
；フ

H
、：：

蓄
積
は
.蓄
積
利
潤
率
が
長
期
利
子
率
よ
り
太
な
る
か
ぎ
り
す
す 

.
め
ら
れ
、.そ
れ
が
長
期
利
子
率
と
同
じ
く
な
る
限
度
.ま
で
行
な
か
れ
る
と
い
う 

.
こ
と
迄
な.る
。
-1
蓄
1

あ
る
|

*
的
分
量
の
：剰
余
価
値
を
生
產
し
え
な
く
な 

れ
ば
.
'資
本
は
過
剰
で
あ
る
。
.そ
し
て
こ.の
標
準
的
分
量.と
は
、
蓄
積
に
対
し 

計
算
さ
れ
た
制
子
の
大
い
さ
で
あ
る0
.資

本

は

.か

よ

う

な

相

対

的

過

剰

に

達

し 

...'た
： .

上

き

増

加

を

停

止
-̂
る

。

」

.；
-「

.

'1:...

八
貢)

ー：.-
:
:

(

な

和

建

.
林

氏

ぢ
:'
-マ「

サ

ク
_ス

は

利

子

率

を

独

立

衮

数

と

し

て

：
そ

の

調

整

に

V

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ゾ

.
 

.
 

.■.. 

.
 

.

へ'

.六

七

，

(

九

〇

九

)

' 

■



#

条
件
的
な
評
俩
を
あ
た
え
る
こ
と
は
.
な
，か
っ
た
が
、
し
か
し
、
利
子
率
の
変 

化
.
，̂

落)

/-
'
'
'が
投
策
次
変
化
<

:

^

^

:さ

せ

る

機

構

を

、
ゾ

貸

#

»

^:
家

か

も

産
 

業
资
本
家
へ
の
転
昀
と
い
ぅ
形
で
説
明
し
て
い
る
と
.
し
、
か
か
る
蓄
稹
誘
因
の 

把
握
は
，マ.
ル
.

ク
ス
.
の
見
解
に
そ
く
す
.る
も
.
.の
で
あ
る
と
い
.
わ
れ
る
.
.0
,

)

：

.
_
:

’
'■
:
'
そ

し

^

、
：
ど

め

：蓄

醫

因

は

、
一
：
襲

を

目

_

セ

ず

る

養

制

生

産

方

法

.に

独 

自

众

#

繼

.

の
制
限
を
し.め
_寸
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ニ
；
節

で

み

た

5 >
|
^
お
皆 

の
#
衡
条
件
は
蓄
齋
於®'i
力

”P

甚

礎

づ

私

ら

れ

る

：

と

き

、
：
：
鄭

か

.

が

衝

办 

的
-
2
^
*
^
制
再
生
産
の
：法
則
わ
發
办
や
か

j
::-
s

三
頁
、
：
傍
点
建
林
：

S

家

.
 

れ
、

つ
ぎ
の
⑶
式
が
導
き
だ
さ
れ
る

>

.
「̂
=
C
1
+
C
2

 

J
^
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:

こ
れ
は
、内

#
:

に
：は
、
单
に
⑵
式
を
⑴
式
に
つ
け
べ
わ
え
た
も
の
で
は
な
- 

:

い
。
：
反
対
に
ク̂

ず

^

^

^

の

大

い

さ

と

刹

子

率

と

が

あ

龙

え

ら

れ

へ

そ

叫

に 

ょ
っ
て
蓄
積
が
規
定
名.れ
る
.
と

い

ぅ
' ^

と
を
.し

、
め

す

と

い

わ

れ

る

。

-?

す

な

わ 

ち
、
1
"資

本

制

的

興

生

摩

の

体

系

：は

.つ
ぎ
，の

ょ

ぅ

に

定

ま

る

？
. 

I
ま

ず

：
平

均̂
^
 : 

率

？

が#
克

ち

れ

■

他

方
>
'«
期

利

子

率

ャ

が

定

ま

る

a
i'
の

刺

子

率

は'ft」 

付

集
^
し
_て

供

給

さ

れ

る

貯

蓄

の

総

額

^

+

^

'を

定

め

る:0
-
労

動

力

の

範
 

囲

；-?
;
お

ょ

び

生_

と

利

用_

の

部

門

間

此

率
-
^
-お

ょ

び̂

-
は

竽

え

ら

.， 

れ
て
い
る
70
後
者
は
部
門
間
の
相
対
的
利̂

^
を
規
资
す
る
。
均
衡
に
扣
い
：て 

は
こ
れ
ら
の
蓄
積
の
刹
肇
は
利̂
率
に
ひ
^
し
い
。

讥
の
大
い
さ
.は
第I
部 

門

の

投

舊

要

を

、
：さ
ら
に
第:1
部
門
の
投
資
需
要
を
き.め
る
：0
.
:
第
1
部

門

か
-

■;
'
/ら
第
M
部
們
，へ_

谓
資
需
要
の
.波

及

過

程

は

ぃ

両

部

門

間

の

生

^

^

交

換

の

均 

.ゾ
ー
等
に
ょ
っ
^
保

証

さ

れ

る

^

-

ニ

鐵

'

パ_

,:
'
-第

：一:—
の
最
後
：で
ぼ
、.と
の
蓄
積1

率
の
違
動
の
：考
察
を
通
じ
て
、
寶 

•'
:本
9
過

調
'-
-
:
.
*
,遷

.'の
過
程
が
以
下
の
ご_'とく

！
！

明
さ
れ
る
。

「

労

動

力

は

製 

^
お
り
に|支
私
ゎ
れ
，る
も
の
と
す
る
。
蓄
積
，の
進
行
に
と
も
な
い
可
^
^
本
し 

.:

龙
ガ
：っ
て■

は
■

■
サ
ジ
？

そ
れ
と:>
も
に
_

の
有
機
的
構
成
は
高
ま 

り
、
；讓

価

値

率

冰

高

ま
^
;;
0
と

こ

ろ

が
剰
余
疆
率
：の
方
は
潘
的
に
し
か 

.:>6

廣
1
な
い
:-
.
0
の̂
：理
：©
—

^

増̂
加
に
と:%
な
い
、
<
f-7
わ
s'
家

i

 A

デ

: 

'
で

ず
;|
:

_

^ :
# :
_

^ :
_

か

ぃ

絜

如

发

 

\

:

^

fc

び

生

着

面̂

嫌
入
す̂

.......(

し
た
が'
;'
?

S -
単
位
生
産
物
の
価
値

が
高
ま
るo
平
均
勞
'«
者
め
：生
活
資
料
の
量
ば
ほ
ぼ
一

^
で
あ
る
か
ら
労15
カ 

の
福
値
も
高
ま̂」

*.
'C

一
，
四
：
ナ
頁’
傍

点

井

村-
-こ

れ

は:-
:
'
'
刺

余

饗

率

の

陔
 

下
を
:%
衣
务
す
'°
滴
灌
截
則.の
；作
用
に-ょ
り
、.諸
^

^
と
.賃

金

は

上

#
す
る 

が
、
-#
{
激
の
騰
貴
率
は.墓

の

そ

れ

に

，：お
ょ
ば
.な
.い
0「

蓄
積
に
と
も
な
い
剰 

:

余
価
値
率
め
土;.
#
.は
遞
減
的
ザ
本*?
て
、
へ
や
が
て
上
昇
を
^
止
し
ぅ
る
の
に
対 

P
、
有
機
的
組
成
率
の̂
は
士
乳
限
界
を
知
ら
な
い
0」

こ
の
ニ
つ
の
相
反
運
動 

は
蓄
積
の
利
潤
率
を
急
遽
6
低
下
さ
せ
、/利
子
率
以
下
た
ら
し
あ
ざ
る
.を
え
な 

ぃ」
《

一
四
一
：
一
頁

V;.
'
'
.
德

龚

村)

。
ー
為
が
っ
て
、_

的
に
は
.r

恐

慌

の

謹

は
免
:|
:

霧

'|
;

1:
奶

翁

]|
:

ぃ
、
斯

容

わ

雾

か

！

で
ぁ
り
、

と
.：

の
と
：と

自

体

は

疆

茂

び

素

歡

の

法

則

の

作

用

結

果

に

ほ

か

な

ら 

ぬ

。

」

：'

c
;
l
.
s

g

. 

:
>
:
こ
ろ
.で
.、
以
上
の
展
開
で
は
、
！
！
^
均
等
の
前
提
が

と

ら

れて
い
る
の

が
法e

さ
れ
.る
。
：
こ
の
よ
う
な
前
提
に
た
っ
て
、
，恐
慌
の
原
因
を
究
明
す
る
こ 

と
.は
き
わ
め
て
特
露
七
い
え
る
が
、
/
こ
れ
は「

も
じ
も
実
現
過
程
に
な
ん
.ら 

，の

不

均

衡

が

存

し

な

..い
ば
あ
い
に
、
な
お
且
：つ
再
生
産
過
程
に
不
均
衡
が
生
じ 

る
.

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は.剰
余
価
値
の
生
産
過
程
に
生
じ
た
不
均
衡
：で
あ
り
、

,か

- 

よ

う
.な
不
均
衡
の
.強
カ
的
調
整
は
過
剰
生
産
恐
慌
で
あ
る1_
-
.

(

一
：
：
四
，
五

頁

)

:■-
と

.

い
う
著
者
の
：立
場
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る

o 

.
-

.

.

. 

-

■
\
':
.
ぐ

、
-'
-
;.
,-
‘い

:パ
 

V

第
二
章
，

「

再
生
産
過
程
.に
お
け
る
貨
幣
流
通
お
よ
び
実
現
恐
慌
の
構
成
.
‘ 

内
容
は
か
な
り
難
解
で
あ
る
が
、：
推
察
ず
る
と
'と

ろ

で

は

、

敗

：一

'
'章

の

分

析

で.
 

前

提
.さ

れ

て

い

：
た
.需

給

の

一

致

と

い

う

条

件

ち

ぐ

つ

が

え

す

事

情

放

.何

，か

とぃ
：： 

う
問
題
を
ま
ず
貨
齡
流
通
の
面
が
：ら
と
り
あ
げ
、
.「

賢
n

M»
r>
^>
g'
b
か
夢 

情
に
よ
っ
て
は
需
給
ァ.カ
、、ハ；1
;
ハ̂
か
必
ひ
か
.い」

(

ー
：
四

六

頁

、

傍

点

井

村

)

こ
と
を明

ら
か
に
し

、
そ
ゆ
う
え'で
、
需
要
の
諸
条
件
を
規
矩
す
る
事
情
を
考 

察
す
る
.と
い
う
構
成
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

。
.

■>

:

'
そ
こ
で
ま
ず
、
単
純
再
生
産>
ー
拡
大
再
生
産
に
妇
け
る
貨
幣
流
通

1

と
.く 

に

蓄

積

の

た

め

の

^

^

の

源

泉

の

問

題

|

を
く
わ
し
く
檢
討
し.て
、

.

『

蓄
積 

の
た
め
に
必
要
な
^
^
が
举
純
再
生
産
部
分
の
相
互
的
売
買
.か
ら
く
る
こ
と
が 

可
能」

(

.一
六
九
頁)

で
:̂

る
こ
と
；が
明
ら
か
に.ざ
れ
石
。
'

.

と
こ
ろ
が
馨
流
通
の
分
析
は
ス
他
方
あ
る
経
路
を
経
る
货
酸
の
流
出
ん
氧

" 

が
変
動
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
：
貨

幣

流
通
に
攪
乱
が
生
じ
る

-.
と)

を
：：し.：め
し
で
い
、
. 

る
。
し
た
が
っ
て
、
第
2

早
の
後
部
で
は
、
.

(

|
|
|
|
^
6

%'
か
6
於
$
を

规

制

す
\ 

る
も
の
と
し
て
、■再
び
蓄
積
誘
因
の
作
用
に
霞
同
し
、

^
で
.に
み
.た

# -
積
^

^
:.
'
.
'
:
.

• 

• 

-

率

の
法
則
が

「

生
産
を
規
制
ず
る

A j.

と
.に

よ

マ

て

同

時

に

実

現

条

件

を

®'
和

か 

.
に
決
定
ず■る
1—C i.

A

o
-K
;、
傍
卢
遴
林
：

氏
)；：

と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
し 

ヵ
し
とAJ

で
.の

分

新

は

，至

極

巣

純

で

あ

つ

：
て
、

.t'
:
ず
、..第
⑶
武
に
そ
く
し
士
、 

■蓄
積
誘
因
が
両
部
門

g

お
け
る
蓄
積
の
方
向
と
大
い
さ
と
を
規
定
す
る
と

1

 

.
ぬ
、
一'他
M

.

Sな

装

の

：規

蕩

_
屮
て
生
産
蔚
費
と
個
人
的
消
費
と
の
量 

:
と
、.そ
れ
ら
：.の
坊
率
を
規
货
す.-|
.裒
が
指
摘
さ
れ
る
。
.：つ
い.で
、
ゝ
右
：の
闫
に 

み
た
ご
と
ぎ
蓄
積
の
進
展
に
と
4
な
い
、
利
溯
率
が
標
準
的
水
準
以
下
へ
低
下 

す
る
よ
う
に
ぶ
る
と
、
資
本
家
の

_

を
こ
え
る
蓄
積
の
た
め
の
資
本
5
が
す 

.
ベ
て
投
資
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、

00
>
0+
キ
と
、な
る
？
と
れ
は
、
生
産

i
剰 

で
あ
る
と.と
も
に
、
ゾ
商
品
資
本
の
'過
剰
を
：と
も
な
い
、
実
現
条
件
の
攙
乱
を
も 

た
ら
す
と
い
う
の
で
あ
る
'0
,"
.
'
:.:
-
;
-.へ

■
そ
し
て
、'蓄
積
利
潤
率
が
生
産
と
と
'も
に
実
現
の
条
件
を
規
萣
す
る
と
い
う 

こ
と
か
ら
、
ぺ
第
ー
ー
章
の
奢
後
で
は
、
：
あ
ら
ゆ
る
恐
慌
は
過
剰
生
産
恐
慌
で
あ
る

. 

が
、
' そ
れ
は
つ.ね
に
実
現
過
程.
£し
が
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
'と
、
.し
た
が
つ
て
ま 

.た
恐
慌
を
実
現
恐
慌
と
過
剰
生
産
恐
慌

.;>
:の
1
|者
択
ー
に
，お
い
て
考
厂
た
り
、 

隹
現
恐
慌
を
部
門
間
不
比
例
か
過
少
消
費
：か
と

.い
う
よ
ヶ
に
機^.
的
に
ニ
分
す

.る

の

は

誤

り

で

：あ

る

と

と

(

.
を

指

摘

さ

れ

る
0:
:'
'

卜
,

■ 

:
: 

.

. 

. 

■

.

.
-
.
'
/ 

/ 

V
'
:
.

;'
:

•

'
:
:

ハ
.
-
:
'
./. 

ノ

.
パ

：
：

,

.. 

.

. 

• 

. 

，
. 

- 

:

■

.第
三
專
一"
¥
&
-低
下
の
法
則
义
週
期
的
恐
^

:
に
ぉ
ぃ
.て
は
、r

般
的
利 

潤
率
は
低
下
す
：
^
か
ど
う
か
、
-
こ
の
低
不
么
ど
か
よ
う
に
敗
え
る
か
と
い
う
問 

題

と

：、
；
恐

慌

と

謂

率

低

下

->
'
.の
関
係
が
晚
討.さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
お
け 

る
建
林
氏
：の
：見
解
if
、
'通
説
と
は
か
な
り
異
な
る
%;
.の
.で
あ
が
。
-'



:
ま
ず
濟
林
氏«

(

^
廣

の

進

展

に

匕
%:
纪
5:
:
'
:
生

產

カ
©.
向

_1
:
'
は

、
.：
^

^

的

错 

果
と
し
て
有
機
的
構
铺
め
■
1

化̂
に
^
ヶ
^

^

^

:下
落
さ
^

.>
間
|
^
ぬ
は 

;:
'剰
余
価
値
率
葉
に
よ
り
響
奪
を
增
加
ざ
也
る
傲
向
に
あ
る

.が
ら
；̂
ご
め
-!
! 

.だ
け
に
つ
：い.て
み
れ
ば
、
：：生
産
ガ
向
#
の
利
^

^
焓
い
：す
る̂

^
的
結
果
に
：
 

,つ
：
：
い
ー
て
ア
プ

^
オ
リ
：に
は
何
も
り

的
低
落
の
論
証
に
お
げ̂

主
要
.な
特
徵
は
、
：$

均

動

率
0.
低

朦

、
知
,
 

.条

件

に
,^
か
ゎ
ら
.し
め
て
説
明
ず
る
点
に
あ
づ
^
と
言
え 

.
傍
j
井
村)

、
と
解
釈
ざ
.れ
る
。
：.そ

れ

ゆ

え

、
；
建

淋

：氏

匕

お

い

七

は

.、
：

『

雾

論』

. 

第1U

卷

第

三

篇

第

卡

？4
-西

章

の.み
.で

は

な

く

、
：
；つ
づ
く

^

1
め
瞢
.

^
<' 

めV
、

1

^
摩
低
下
法
則
の
論
証
で
あ
が
と
い
：ぅ
こ
と
^
な
る
？

:
:

:

そ
し
て
法
則
ぼ
わ-̂
の
ご
と
べ
説
明
さ
れ
る。
;'

T

生
産
也
の
上
昇
は
、
生
産
量
を
雇
用
の
増
加
率
以
上
：の
率
で
増
加
さ
：せ
る
。 

労
働
者
の
総̂
;
|§

要
は
ノ
そ
の
一
入
当
り
平
均
的
生
活
資
料
の

.量
を
格
々
一 

矩
と
す
れ
ば
、
雇
用
に
比
例
的
に
じ
か
増
加
せ
ず
、
'生
産
量
に
比
阏
し
て
は
ら 

え
な
-レ
.
.
資

本

家

の

消

^

！
而
要
も
ま
.
た
.
か

れ

ら

の

所

得

の

'
増

加

率

を

も

-?
て
は 

増
加
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
か
れ
ら
の
非
消
費
あ
る
い
は

g

蓄
は
累
進
的
に
増
加 

す
る
。.こ
：の
貯
蓄
を
餐
ず
な

わ
：.

ち
生
産
資
本
へ
転
化
，さ
せ
る
誘
园
ば
、
洁 

局
、
低
下
す
る
費
用
価
格
し
た
.が
っ
て
供
給
価
格
に
た
い
し
、
消
費
需
要
が
ど 

れ
.た
げ
伸
ひ
る
ヵ
に
依
存
し
て
'
.
い

る

。

と
、
こ
ろ
.
が

さ

き

に

..述

べ

た

；
理
由
に
.
.
.
よ
マ 

て
、
社
会
盤
麗
は
生
產
量
と
同
じ
増
加
率
を
も
ャ
て
ば
ふ
え
な
：い

0
:そ
れ 

ゆ
克
、
与
え
ら
れ
た
蓄
積
の
大
い
さ
に
対
し
て
実
現
さ
れ
る
利
潤

®
は
、
相
対
，
 

的
に
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
蓄
積
利
潤
率
は
ふ
だ
ん
に
低
下
し
：

>(xr

れ
に
よ

:'
'っ
.て
邊
楚
さ
れ
る
投
資
需
要
の̂
い
§;
は
^
た
，ん
^
^
^
供
給
を
下
廻
る
傾
向 

を
生
じ
る
。
だ
か
ら
平
均
利̂
率
は
傾
向
的
に
低
落
す
る
。
そ
し
て

」
j

れ
は
ま 

\

さ
に
.マ
.ル
ク
Xが

：：『

度

產

鄉

張

之

獲

増

殖

ど

：か

.衝
突』

':

(

第
十
五
章
第
二

■と
し
て
■

し
た
点
で
あ
っ
た」

.

(

ニ
〇
三
I
四
頁
'
>
0 

:

■:
:以
上
の
ょ
'5
:
に
平
均
利
潤
率
の
低
下
を
；-1
生
產
が
ふ
だ
ん
に
市
#
を
こ
え
て 

拡
大
さ
水
る
こ
と」

.(

.一一

.
0五
貢)

：
が

ら

理

解

す

る

と

、
.
こ

の

低

下

は

蓄

積

の

循 

環

的

変

動•
周
期
的
恐
慌
，4
は
関
係
が
：な
い
こ
と
に
：な
る?

•
>と
い
わ
れ
る
。 

そ

しH
、

ー
周
期
的
恐
慌
ぱ
関
係

0;
あ

る

利

潤

率

低

下

と

し

て

、

.：
再
度
第
一
：
章
の 

闫
で
紹
介
し
た
蓄
積
利
调
率
の
低
下
を
指
摘
さ
れ
る
。、
し
か
し
、

：；

雪

に

は

、 

平
均
的
利
潤
率
の
傾
向
的i

を
実
現
条
件
に
が
か
わ
ら
し
め
て
理
解
す
る
と 

;

い
ぅ
右
、の
内
容
も
は
っき

り
理
解
で
き
な
い
し
、
，ま
た
こ
の
：ょ
ゲ
に
実
現
条
件 

に
®

^
つ
け
て
把
え
た
利
潤
率
の
低
下
が
：か

砂

「

単
な
る
趨
勢
的
低
下
で
あ
っ 

て
、
蓄
積
の
循
環
的
変
動
乃
至
は
週
期
的
恐
慌
と
結
び
：つ
い

.た
矶
_
申
低
下
で 

:

は
な
い
1-
'

s

o五
頁)

★

い
.
.わ
れ
る
の
か
も
理
解
で
：き
な
か
っ
た
。

.
氺
.

. 

*

 

*

.:
-
.
- 

. 

. 

. 

. 

: 

. 

. 

■

. 

-

;

以
^

本
書
の
産
業
循
環
論:*
恐

塵
|
を
つ
ら
ぬ
い
：て
い
る
基
調
は
、
恐
慌
の 

「
具
体
的
な
契
機
1-
-
を

.
，
.

「

基
本
的
経
済
法
則'-
'=

「

資
本
制
再
生
産
の
法
則

」

に 

ょ
：っ.て
説
明
す
る
と
と
に
あ>
0と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
と..の
.

f

基
本
的
経
済
法 

則」

"

「
資
本
制
再
生
産
の
：法
則

」

と
い
わ
れ
る
も
の
は
、

「

蓄
積
利
'1
率」

. 

「

蓄
積
誘
因」
：
が
、

資
本
制
生
産
の
拡
大

(

蓄
積)

の
方
向
と
大
い
さ
を
規
定 

す
る
と
.と
%■
■-に
、
実
現
の
諸
条
桦
を
規
定
す
る
と
い
う
内
容
に
お
い
て
杷

え
ら

れ
て
.い
る
。.
そ
れ
ゆ
え
、.妻
の
産
業
循
環
論
に
お
い
て
は
、
蓄
積
誘
因
が
生 

産
••流
通
を
規
定
す
る
か
な
め
と
し

て

き

わ

め
て

重
要
な
位
置
を
あ.た
：え
ら
れ
、
. 

こ
れ
が
建
林
氏
の.理
論
体
系
を
特
徴*つ
け
て
..い
る
と
い
う
こ
と
が
：で
き
よ}

,0 

.た
し
か
に
、
利
潤
を
推
進
動
機
と
す
る^.
本
制
生
産
に
お.
.い
て
は
、'
:利
_

 

に
よ
っ
て
生
産
の
拡
大
の
方
向‘
規
模
、'
生
産
カ
の
向
上
事
が.規
«

さ
れ
る
'-
' 

し
、：

こ
の
生
産
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
流
通
の'諸
条
件
が
.
.規

矩

さ

.れ

る

の

で

あ 

る
。
し
た
が
：っ

V
、

資
本
制
生
産
の®:
.大

，
制

限

；の

具

体

的

作

用

.
形

籠

.を

究 

明
す
る
う
え
に
お
い
て
は
、
利
渦
率
の
運
動
を
具
体
的
に
把
え
、
と
の

M

率

： 

を
め
.ぐ
っ
て
、：
生
産
が
い
：か.に
：拡

大
.；
制
限
さ
れ
、'そ
.の

過

程

：で
：生

産

：：の

諸

条 

件
と
実
現
の
諸
条-#
と
；が
.い
か
な
，る
^

^
を
し
め
す
か
と
い
う
諸
事
情
を
詳
細.
 

に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

:こ
：：の

意

味

で

、
：
蓄

^

^
因

'.
*
蓄

積
^

^
を

重

視

：し
、
へ
そ
れ
を
理
論
展
開
の

>
. 

鉴
礎
と
し
よ
う
と
さ
れ
る
建
称
氏
の
意
図
は
充
分
理
解
で
き
る
し
、
；：

_

が
本
- 

書
の
猶
證
論
に
興
味
を
も
つ
 
の
.■%
、
' こ
の
.よ
3
な
点
か
ら
で
あ
ふ。
■:
•

.'

.

.し
か
し
な
が̂

分
析
の
具
体
的
内
容
に
ら
い
て
は
彳
理
解
で
き
な
い
点
、
：

一 

同
意
：で
ぎ
な'い
点
4
少
な
く
な
：い°

.

 

. 

ノ 

•

 

ず
第
一.：は
、

こ
の
理
論
体
系
を
支
£
て
ド
る
蓄
廣
誘
因
の
分
析
自
体
に
：か

'

ん
す
る
疑
問
で
あ
る
。

で

は

、
：妻

醫

因

は
前
に
み
た
⑵
武
に
矩
式
化
さ
:：
'
. 

れ
、：

蓄
積
利
潤
率
が
長
期
利
乎
率
よ
り
大
なる
か
ぎ
り

積

利

潤

率

が

長

期
：
. 

硝

子

率

に

，
ひ
と
：

.む
く
.な
る
点
ま
で.，
蓄
積
を
推
進
す
る
縣
因
が
あ
：る
と
：さ
れ
て 

い
る
。
；
し
か
：-1
>
こ
：の
よ
デ
な
把
え
方
で
.は
、
；
撒

藝
-

^
の

取

得

す

る

黏'
"
: 

企
i

利
得
が
軽
視
さ
れ
.て
い
るし
、
さ
ら
に
ぞ
れ

以
前
に
淫
意
し
た
：いの
：

は
、
蓄
積
誘
因
が
，
.
.：+.
§
::
'=r, 

r
v
r
s
と
い
う
き
わ
め
て
単
純
化
さ
れ
た 

形
で
.把
：え
ら
れ
、
：：し
か
も
こ
の
：蓄
積
利
擊
一
を
規
定
す
る
諸
要
因
も
、 

別
子
^

rを
規
矩
ずる
諸
要
因
も
、.：

：：.

ぼ
と
.んt
分
析
さ
，れ
て
.い
な
い
と
い
う
こ 

ぐ
と
，で
知
る
。

.L
:た
が

マ
て
、蓄
稹
誘
因
が
ぎ
わ
：め
て
重
要
な
位
：置
を

し
め
、
し 

ば
1>
ば
：と
り
あ.げ
ら
机
て
いが
■

か
が
ね
'̂
ず
、
そ
れに
つ
：い
て
ぃ
ゎ
れ
る 

こ
と
は
、
；蓄
積
利
潤
率
が
各
生
産
部
門
に
'均
等
に
な
る
よ
う
に
蓄
積
が
行
な
わ 

れ
る」

'し：と
.
.と
、:
こ
の
蓄
積
利
潤
率
が
；長
期
利
子
率
に
ひ

..と...
し
く
な
る
点
ま
.で
蓄
ハ 

、
積
を
促
進
す
る
誘
因
が
あ
る

A
J

い
う
-
と
，：にづ
く
さ
れ
て
い
る
？

た
し
か
に
1
定
0,
利
潤
率
©.
高
さ
は
蓄
«
の
前
提
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で 

'
は
蓄
積
誘
a
の
解
明
.に

.«
全
く
不
^

^
で
あ
る
々
#

^

,
部

門

内

の

諸

栗 

間
の
競
争
の
も
と
で
、
.

—

-
た
と
克
ば
一
部
に
お
け
る
坐
産
力
の
向
上
I

安 

.
売

り

、
ぃ
；
：あ

る
：
い
は
：跡

値

革

命

^

生

産

カ

の

向

上

：
.
最

低

資

本

置

の

増

大

の

全 

'.
般
的
強
制
と
い
う
過
程
で
；

——

あ
る

い

，
は

他

部

門

の

生

産

力

の

.向

上

，
蓄

積

の 

運

動

：.̂
複

雑

办

影

響

の

：
も

と

マ

、

.:
'
親

さ

れ>:
鄭
鲁
さ
れ
て
.い
く
の
で
あ
る
。 

そ
？7

^

1
率̂

は

か

が

；る

蓄

積

の

運

動

の

結

果

と

.し
て
、.さ
ま
ざ
ま
な
諸
要
因
：
 

へ
を
通
じ
ー
て
変
化
す
る
し
、
こ
の.利
満
率
办
変
化
は
ま.た
、
資
本
家
間
の
競
争
の

' 

:

あ
ら
た
.な
作
用
，
形
態
を
惹
起
し.:
\
蓄
«
に
影
響
を
お
：ょ
ぼ
す。
：';

.'
そ

:^
ゆ
え
、へ
蓄
■

因
の
分
析
は
っ
利
潤
増
大
を
ヰ
と
め
る
諸
資
本
間
の
競 

净
、
生
産
カ
の
向
士
，
資
本
の
蓄
積
をi

し
強P

す
る
諸
資
本
間
の
競
争
を 

.多C
S

に
が
祈
す
る
こ
と
で
な
け
れ
紘
な
ら
な
い
し
、
資
本
の
絶
対
的
過
剰
坐 

產

'?
必
然
化
ず
る
蓄
積
進
展
め
：過
程
も
、
こ
：の
ょ
う
な
諸
資
本
間
の
競
争
の
も 

.と

.で
：す

す

む

資

本

蓄

積

の

蓮

動

0
分
析
を
通
じ
て
は
じ
泠
て
明
ら
が_に
な
る
.も
'



の
と
思
わ
れ
る。. 
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妻

の

裳

に

か

ん

す

る

第

】 
ー:6
疑
成
は《

；：治
©

_

0

袁
昤̂

^

€

:

い
、
 

^

石
”

霸

で

ぽ

タ

恐

慌

の

原

因

め

説

姐

ぬ

#

^

^

m :
_

0

逛

礎

一

に

な

つ
：：

H

v:
>

'

名

,:
0
は
:;
>
_雙

^

4
纪
3
雇
用
拡
尤
の%'
と
；赘
、

「

今
ま
史
競
免
に
^

つ
で 

.

し
り
捨
ヴ
あ
れ
て
い
た
平
均
以
下
め
生
産
办
あ
肇
を
も
つ
労
撕
象
觀
ハ
ふ
た
た 

一：

.び
坐
産
部
而
に
流
入
ね
■
前
出)

、
こ
の
：た
め
敗
働0生

墨

が

嫩
}
2
_ヤ
る
.が
；
>

:

反

面

赞

働

カ

は

同
1
:セ

あ

次

た

：め
？
剰

余

価

値

率

0
低
不
が
生
じ
る
も 

./
い
ぅ
こ
が
で
あ
るo
fe
一

し

办

甚

展

風

の

急

激

な

拡

太

め

風

配

汝

は

卜

新

緊

カ

ン 

ン

の

の

た

め

、
:'
:

^

の̂
生
産|
が

--
*
皞

啤
.：部

分

的̂
低

下

す

：る
こ
と
：も

： 

..

..み
ら
れ
る
が
''
'

^
如
^
機
械
制
大
ゐ
業
0
発

展

し

そ

い

る

本

こ

：
み

で

^'
'

士 

の
-

^
恤

：

民

を̂

^
れ

ぼ
3
ー
か
來
名
要̂
^
過

大
^;
す

る
.こ
：と
：
は
で
き 

•̂
い

の

で̂

づ
て
、̂:
れ
.を

も

つ̂

恐

慌

の

赏

因

の

：有

カ

女

顏
 

づ
け
る
と
と
は
震
事
案
が
ら
し
で
ん
納
微
が
で
き
な
い
。
建
^
:氏
は
V
:一
宇
野 

:
弘
蔵
氏
が
、：

蓄
稹
の
屬
展
1
屆
用
増
大
-
>労
働
カ
不
足
4.
賃
金
觀
貴
1

^

^
 

.下
落
丨
>資

本

の

絶

対

的

過

剰

と

レ

：ぅ

聚

列

に

ょ

ゥ

^

;'
た

い

し■:て

、
労

働

力需

給

の

不

均

衡

か

ら

賃

金

騰

貴

私

説

明

し

て

.い

る

，

有

： 

機

蘼

成.の

動

き

を

無

視

し

て

“

る

虑

を

批

判

さ

れ

る

。
：.
し

れ

し

囊

氏
fc

あ
.
： 

.
つ
'て

も

、平

街

的

能

率
:̂
も

ら

た
労
^

^

の

不

足

と

い

ぅ
'こ
；
と

が

、
；
推

論

の

軸
 

を

な

し

て

い

る
^
い

ぅ

点

：で.は

類

似

性

も

あ

る

し

、
备

ら

に

ょ

り

重

要

な

.こ
：
と

：

に
は
、
_

;

6歡

ぞ

歡

1:
絮

，1
容

宏

_

.

:

努

義

歡

如

度

粲

し

ャ
>
.雇
用
増
：K

4平

德
.な

薇

力

の

；不
足
；
-
>有
機
的
構
成
の
；上
昇 

率
に
比
し
て
の
労
働
力
価
値
の
相
対
的
に
過
次
な
上
昇
i

p
率
の
下
落
i
資

本
の
絶
対
的
過
剰
と
い
ぅ
形
で
、
恐
慌
を
説
明
さ
れ
る
と
い
ぅ
点
で
は

、

*
31

.

;L
た
.特
微
を
も
っ
て.い
る
^
い
.え
よ
ぅ
。

f

章
で
は
、

.一；：；：：.
|
^

因霞
：；

資
本
過
卿
，
^
樵
©'
.；原

因
::
^
響

さ

れ

て

い
^

の
；
で
：
あ

る

が

、
.
そ 

:

^

そ

も

、
；
こ:0
ば
.ぅ
^

邏

;€
>
も
と
负
::
>
蓄
積
誘
因
や
惑
慌'の
：原
因
を
と
り
あ 

げ
る
こ
と
自
体
に
大.き
な
問
題
が
あ.る

の

で

は
.な
か
ろ
ぅ
か
:0
建
林
氏
は
、

;;'
;『

資
本
論』

；
^
方
法
に
そ
:-
<

1
で
：か
が
る
方
法
を̂

る
と
い
わ
れ
る
が
、

『

資
本 

論
¥
蓄

-8
第
1

暴

十

2£
賓

で

は

：广

こ

の

「

罾

ホ

ー

ぬ-—
"と

い

ぅ

_

双

段

階
 

の
ゆ
え
に
こ
そ
、
資
本
の
絶
対
的
過
剰
の
本
質
•
矛
盾
を
解
明
ず
る
に.と
ど
ま 

;
^.
資
本
の
絶
対
的
過.剰
：4
必
然
似
や
か
趣|
!が
分
析
の
対
每
と
.な
り
ぇ
な
か 

っ.た
‘の
で
は
な
か
っ
た
ろ
ぅ
か.0〔

こ
の
点
は
、拙
稿「

恐
慌
論」

'第

四

節「『

資 

■

本
.の
紂
货
的
過
剰
生
塵|

,
-̂
め

ぐ
：-
て」

::(

遊
部
久
蔵
.氏
編
著『

資
本
論
研
究 

史』

所
収)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。〕

.■
へ
第
ー
^
に
ハ
以
上
^

^
た
よ
う
处
疑
問
は
、
第

H

章
後
半
の
分
析
に
つ
い
て
も 

:

;
み
ら
れ
る
':
0
第
一
ー
章
後
半
に
：お

い

て

は

、

*-
|
:章

で

捨

象

さ

れ
'て
.
い
た
需
給
ァ 

..
ン
>>
:ラ
ン
<
:
.
:
実

現

；の

問

題

が

あ

り

あ

 

「

生 

',:
產
を
規
制
す
る
と
と
に
よ
.？
て
実
現
条
件
を©'
私
砂
に
決
萣
す
る
：

」

：

(

前
出)

と 

.:
い

が

強

調

さ

れ

る

の

：
で
：本

る

が

、
：：
蓄

積

誘

因

：に
よ
：
っ
て
生
産
が
規
制
さ 

,れ
る
：と

い

う

分

析

自

体

.が
す
で
に
み
た
よ
う
な
限
界
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
そ 

£
:で
は
蓄
積
誘
因
の
定
式
に
よ--
て

生

豪

件

と

実

繁

件

と0
関
係
が
説
明 

,

:
:
:
さ
れ
_で
前
述
0
資
本
過
剰
の
系
冽
の
も
と
で

「

実
現
条
伴
0
攪
乱
が
も
た
ら
さ

れ
る
点
が
：指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
、る
。
.し
.た

が

っ

て

、
"
.
.
生

産

の

諸

条

件 

が
実
現
の
諸
条
件
を
規
定
す
る.と
い
.う
主
張
も
、
諸
資
本
間
の
競
争
を
通
じ
て 

資
本
蓄
積
•
生
産
力
向
上
が̂

^
ざ
れ
強
制
さ
れ
て
い
く
過̂
で
、
▲
m

の
諸 

条
件
と
実
現
の
諸
条
件
が
い
か
に
規
制
さ
れ
、
い
か
に
し
て
生
産
，の
条
件
と
実 

現
の
条
件
と
の
矛
盾
が
進
展.
激
化
す
る
の
か
、
と.い
う
内
容
を
も.っ
.て
は
し 

め
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、，
第
二
章
末
尾
で
、
部
門
間
不
比
例
と
過 

.
少
消
費
を
機
械
的
に
分
け
る
こ
と
や
、
；
実
現
恐
慌
と
過
剰
生
産
恐
慌
と
を

1

一
者 

択

一

的
に
考
え
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
と
ざ
れ
る
時
に
も
、
そ
の
誤
り
の
ゆ
え 

ん
.は
具
体
的
内
容
東
お
い_で
は
し
め
さ
.れ
ず
、
充
分
説
得
カ
を
も
マ
て
い
な
い 

よ
う
に
.思
わ
れ
る
0

.
'
:
'

.

.

、

.

;.
'

:

:'.
y

な

お

、
第

三

章

の

利

潤

率

の

傾

向

的

低

落

の

法

則

に

：つ

い

て

は

、
.
：.雪

も

通
 

説
に
は
疑
問
を
も.っ
て
い
る
が
'(

拙

稿

.-

.
ギ
ル
マ
ン
：

J

利
潤
率
の
味
落』

を
め
、

. 

ぐ
っ
て
1—
1
1
1
:田
学
会
雑
誌
五1

5
'
音
、■前
掲
拙
稿「

恐
.慌
論」

象
四
節)

、.し
. 

か
し
、
建
林
氏
の
ご
と
く
こ
の
法
則
を
実
現
条
件
；に
か
■か
わ
ら
せ
ゾ
、理
解
す
る 

こ
と
は
麗
で
あ
る
:'
>
:思

う
0
も
っ
.と
，も

、

オ

で

に

指

摘

し

た

ご

と

く

、
，
筆

者

■ 

に
は
そ
の
内
容
が
充
分
理
解
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
が
、

「

生
産
が
ふ
だ
ん
に 

—

を
こ
え
て
拡
大
さ
れ
る
こ
表
か
ら
、
平
均
利
■

の
飯
下
■

明
-̂-
る」

.

.(

前
出)

と
い
う
こ
と
は
、

.

生
産
さ
れ
た
商
品
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